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具体的な改革の選択肢の整理等にあたってご議論いただきたい論点（たたき台） 

 

１．慢性期医療の在り方について 

今後の超高齢社会では、複数の疾患を持ち、医療と介護のニーズを併せ持つ高齢者が増加

していくが、慢性期医療には急性期医療とは異なる役割があること等を踏まえ、今後の慢性

期医療の在り方についてどのように考えるか。例えば、次のような視点について、どのよう

に考えるか。 

・ 病気と共存しながら QOL の維持・向上を目指す医療 
・ 病気を治すだけでなく、本人や家族の意向も踏まえ、患者の生活全体を視野に入れた 
「治し、支える」医療 

・ 尊厳をもって人生の最終段階を迎えることを支える医療 等 
 
 

２．慢性期医療の提供体制等の在り方について 

（１）医療提供側に求められる機能の在り方 

 今後の慢性期医療の在り方を踏まえ、医療提供側に求められる機能には、どのようなも

のがあるか。 
 
（２）医療提供形態の在り方  

上記（１）の機能を果たすための医療提供形態の在り方としては、「療養病床のように、

医療スタッフを内包して提供する形」と、「在宅医療のように、住まいを拠点として医療を

外から提供する形」に大別されるが、それぞれの提供形態の在り方や、選択肢を考える上

での条件等（患者像等）についてどのように考えるか。 

 
（３）療養病床における医療等の在り方 

上記（１）（２）の論点も踏まえつつ、療養病床において主として対応することが求めら

れる患者像についてどのように考えるか。 

 

また、患者像を踏まえた療養病床における医療の在り方について、どのように考えるか。

その際、例えば、次のような視点や慢性期医療の役割等を踏まえて、どのように考えるか。 

・ 病気と共存しながら QOL の維持・向上が図られるよう、在宅復帰や在宅生活の継 

続を支援する  

・ 継続的な医学管理を行い、人生の最終段階においても穏やかな看取りを支える 等 
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さらに、上記を踏まえた以下のような論点について、どのように考えるか。 

 ① 人員体制の在り方 

 ② 施設や設備の在り方 

 ③ 制度上の位置付けの在り方（医療法、介護保険法、報酬制度等） 

    ④ 基盤整備計画上の位置付け（医療計画、介護保険事業計画）や施設等の整備に対

する財政支援の在り方 

 
（４）療養病床以外の医療・介護サービス提供体制の在り方 

切れ目なく、医療・介護サービスを提供する上で、療養病床における医療等の在り方も

踏まえ、慢性期の医療・介護ニーズに対応するための、療養病床以外の医療・介護サービ

ス提供体制の在り方について、どのように考えるか。 


